









清心語文　第 18 号　2016 年 11 月　ノートルダム清心女子大学日本語日本文学会
たであろう話柄を大胆に取り込み、人びとの文芸的な興味に訴えた趣向といってよい。 『天狗の内裏』以外にも、 『江濃記』 『源平盛衰記』 『頼朝の最後』などが影響を与えていることは、比較的容易に指摘できるところである。　
しかし、この縁起には、いまだ出自や背景のよくわからない


































































































































































本題に入る前に、まず国土を神聖視する観念について検討しておきたい。　『日本回国六十六部縁起』では、畿内・中国・関東はじめ諸地方の国数をとりあげ、それぞれが五智如来、十六善神および十六大菩薩、胎蔵界八葉曼荼羅 金剛界九会曼荼羅等々、仏法の聖数を表すものだとする。この区分は五畿七道の制にかなったも ではなく、山陽道・山陰道を中国としてまとめ、四国とは別に南海道を立て 関東と東海道の重複を嫌わない一方で東山道諸国の多くを欠くなど 少々恣意が過ぎるが、しかしここに述べられているのが、六十六か国を聖な 数 集積とみ、日本の国土を一種の曼荼羅とみなす思想であることは明らかである。　この種の思想は、 はやく鎌倉末の成立になる 『八幡愚童訓』 （乙













されたという考え方は、すでに中世の早い段階に存在した のらしい。延慶本『平家物語』に、備 妹尾に流される丹波少将成経が、父成親の配所である備前の児島まで十三日の距離と聞かされ、これは父の居所を知らせまいとして遠くいうのだろうと悟る下りがあるが、そこに「日本秋津島ハ昔ハ三十三ケ ニテ有ケルヲ、後ニ半国ヅヽニ分テ、六十六ケ国トス」という文辞が出てくる
（注
11）。覚一本もほぼ同じ内容で（成親の配所は





三十三、 六十六という数やその再分割に格別の意味 与え れ









































































































分は観世音菩薩普門品の注釈で、日本は観音 浄土であるがゆえに観音の三十三身を体現する三十三か国であったが のち体／用（本体と働き） いは本／迹（本地と垂迹）に分かって六十六か国としたといい、それを行基の行なったこととしている。　
同様の考え方は、他の法華経注釈書にも見える。次に示すの















































































































































線も海岸線も丸みをおびた平滑な線で描く簡略な日本図を「行基式日本図」とか「行基図」と呼ぶ。これは、最古の年紀をもつ仁和寺本 （嘉元三年 〔一三〇五〕 ） をはじめ、 作例の多くに 「行基菩薩御作」あるいは「行基菩薩所図」の文字が見えるこ を理由とする。これらの図の描法を見ると、日本図である以上、輪郭を示す海岸線を引くのは当然としても、同時に欠かせない要素としてかならず備わって るのが、六十六国二島の国界と国名である。さらに、 金沢文庫所蔵本を除く諸 では、 この国々を山城から延びた線が結んでいる。この線は現実 交通路うよりも、おおむね行政区画としての「道」に属す国々をつなぐべく図上で創作された線で、国土をいくつかに括り 京を結節点として束ねる意義をもつこと 指摘されている
（注
16）。つ










































































































郡を分け、 道を置いたという伝承に わば寄り掛かるかたち 、石井家の職能・由緒が説かれているといってよい。　

































































いずれにしても、 『和漢三才図会 巻七六 （正徳二年 〔一七一二〕 ）がこれを引くなど
（注
41）、近世に一定程度流布したことは窺え













































































































































































う行基像についても、これを主唱した集団を想定しなくてよいであろうか。たとえば、行基 ・ 土木事業 ・ 国分寺などをキーワードとして考えたときに浮上してくる存在の一つ、叡尊・忍性教団―西大寺流などは、これとどう関わったのであろうか。　
二点目は、他の神話的人物の伝承との関係である。国土の画







































































































































37　「秩父三十四所観音霊験円通伝」稲村坦元編『新訂増補埼玉叢書』第三巻、国書刊行会 七〇 頁。同書の四万部寺の縁起にも、 「聖武天皇……亦諸国ニ国分寺ヲヨビ国分尼寺ヲ建サセ給ヘバ、行基菩薩東西南北ノ諸道










































































永仁四年（一二九六） 、 「従五位下左衛門丞孝久」が書写した旨の奥書をもつところから 木下資一は史料の成立を奥書に近いところに想定する（前掲註
39、七頁） 。他方、大
隅和雄「行基信仰と伝承」 （大隅ほか編『増補日本架空伝承人名事典』 平凡社、 二〇〇〇年、 一七四頁） は、 「一六二二、良定著」としている。 『国書総目録』第二巻（岩波書店一九六四年、五〇三頁）が彰考館文庫旧蔵本について、著者を良定（袋中） 、 成立を元和八年としており、 これに拠ったものか。
　
41　
遠藤鎮雄校訂「和漢三才図会」 『日本庶民生活史料集成』
第二九巻、三一書房、一九八〇年、四五七頁。
　
42　
木下資一「中世行基伝承の一資料『行基式目』をめぐっ
